



















































































































































































　　　年輪助 1975 1980 1985 1988
全国銀行 全国銀行 全国銀行 全国銀行
地域 都市銀行 都市銀行 都市銀行 都市銀行
首都圏 49．3 60．6 49．9 61．5 53．7 63．5 56．7 65．3




1975 1980 1985 1988
預金 貸出金 預金 貸出金 預金 貸出金 預金 貸出金
大阪 全国 18220．817．6 19．5 17．O183 15．7 17．5
圏 71．1 77270．1 76お 70．079270．376．7
愛知 全玉
7．3 6．2 6石 5．5 6．7 5．1 6，5 4．9
圏 79－882．679－780．980．779－281．778」
宮城 全玉
0．3 O－3 0．4 O－4 O．3 0．5 O－3 04
圏 51I567．O弘刀 68．653，O72石 55．768．2
広島 全国
O－6 O．6 0．5 O．5 0．5 O－5 O．4 0．5
圏 54．063．251石 574弘3 57．052，6弘3
全国 1．2 1．1 1．0 1．2 0．9 1．O O．8 1．1福岡
圏 72．078．971．175471－075．1 71，973．3






1975 1980 1985 1988 1975 1980 1985 1988
w均残高（億円） 23，547 33，263 51，178169，04422，394 34，328 52，983174，014
イ コ
計（1oo％） 100，O 100．O 1OO－0 1OO．O 100．O 100．0 1oo刀100．0
ン 1 都市銀行 一 ■ 1．1 7．4 85．4 69．3 42．1 40石
タ ル1 東京 8α2 82．7 87．8 944
バ 大阪・名古屋 19．8 1τ3 12，1 5．6
ン
ク 手
w均残高（億円） 48，833 59，415131，471！52，83048，833 59，415131，471152，830
市 形 計（100％） 100．0 100．O 100．0 100．O 100．O 1oo刀100．0 100．O場 売 都市銀行 ■ ■ 0．2 1，6 92．5 81，8 84．0 75．3買 東京 81．3 83．3 86．8 81．3 83．3 86．8 90．5
大阪・名古屋 18．7 16．7 132 18．7 16．7 13．2 9．5
オ ’’均残高（億円） ■1 14，623 96，572159，729
プC 計（1oo％） 一ン 100．0 100－O 1oo刀
市






















































































































































































































































































































83 84 85 86 87 88 89 90
東只圏 4．1 2．2 1．7 3．021．56＆6 α4 6．6
地
価 住宅地 大阪圏
5－3 3．6 3．O 2．6 3．418．632．756．1
公」 名古屋圏 4．5 2．4 1石 1．4 1．6 7．316420．2
不
価 東京圏
4－2 5．5 τ2 12．548．261．13刀 4．8
格 商業地 大阪圏 4．1 3．9 50 7」〕13．237－235．646．3
名古屋園 3．5 2．7 2．7 3．3 641621．022－4
名目GNP（A〕 4．0 6－4 64 4－4 4．5 6．3 6．5 7石
㎜十CD（B） 3．6 2．8 5．0 a910．511．29．911．7






































































































































































































































































































喀市銀’’ 全業態 嗜市銀’一 全業態 市銀’一 全業態
金融 1，949 6，840 5，231 19，657 2．7倍 2刀倍
不動産 4，37311，53010，76926，329 2．5 2．3
一ビス 2，618 9，50710，72522，019 4．1 2．3
鵬種合計 8，94027，87726．72568，005 3．0 2．4
固中小企業合計 22，84562，93440，807106，3151．8 1．7
（C）総貸出 似，102 111，59659，O04153，6551．3 1．4
A／B 39．1 44．3 65．5 64刀 51．3％ 19．7％
B／C 51．8 56．4 69．2 69．2 17．4 12－8






















































































































































































84　85 87 9ユ 94
名目GDP
H8
資料）国土庁r土地白書』，経済企画庁『経済白書』。
出所）日本経済新聞1996年11月23日版より。
　注）各々の数値は昭和58年を100としたときの指数。
図8
千代田区
個人一法人
東尿都区部の個人・法人別，讐竈別土地則入者の割合（件数〕
個人
9．5％ 法人企業　90．5％
業績別 自区内の不動産業　　2α3％　　　自区外の不動産業者　　　大手不動産37・5％　114％その他の企業　不明　17．6％　　　　9．O％
建設業　4．3％
中央区
個人・法人
業績別
個人　13．0％ 法人企業　87．O％
自区内の不動産業者　　23．7％　　　　自区外の不動産業者・τ・・禰繍そ塞襲の鰍
　　　　　　　　　　　11，6％
世田谷区
個人・法人 個人　59．7％ 法人企業　40．3％
業績別
千代田区
個人・法人
自区内の不動産業
　14．4％ 自区外の不動産業者49．4％
大手不動産
個人　75．6％
その他の企業　　不明
　18．996　　　　　10．4％
3．2％　　建設業　3．7％
法人企業　24．4％
業績別 　　　　　　　　　　自区外の不動産業者区内の不動産業者　32・4　　　20－5％ 　　　　　　　　　　不明その他の企業　28・3％　　10．6％
　　　　　　　　　　　　　　　大手不動産　25％　　建設業　57％
資料）長谷川徳之輔「主役を演じる銀行の過剰融資」rエコノミストj1987年8月4日号，25ぺ一ジより。
金融の自由化･国際化と東京一極集中の地域構造--1980年代の都市銀行の活動を中心に--
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（百万m！）
図9　オフィス着工面租の推移
5 ■都心5区
鰯周辺18区4 一　　　’　　　■　　　■　　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■ ■　　　　　　■　　　　　　1
辞
3
垂
2 一　　　　　　一　　　　　　’　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　■　　　一　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一’・r．
1
0
ユ975　　　80　　　85　　　90　　　94年
資料）東京都『東京の土地1994年』1995隼，34ぺ一ジ。
出所）松原宏「資本の国際移動と世界都市東京」r経済地
　　理学年報』Vo141，No．4．1995年21ぺ一ジより。
　注）都心5区とは千代田，中央，港，新宿，渋谷区をさ
　　　す。
企業・資本が，グローバルに流通する大量かつ
多種多様の情報を高速度かつ精密に処理するこ
とによるメリットを最大限享受しようとするも
のである。この構想は，「空間」の一点垂直的
利用を図ることによって，企業・資本が絶対的
な「空間」の制約からの解放をあくなきまで追
求し，企業・資本にとって効率性の指標・価値
尺度である「時間」の節減を極限まで実現しよ
うとする，企業・資本の意図を最も集約的に体
現したものとして考えることができよう。そし
て，企業・資本のこのような象徴的な試みのな
かにこそ，バブル経済期の異常な地価高騰（地
代負担重圧）と情報・サービス産業の急成長を
背景とした首都圏の空間構造の変化が最も凝縮
されて示されているように思われる。
V　まとめにかえて一東京CBD
　　　一点集中化の意味をめぐっ
　　て一
　これまで冒頭で述べた3つの限定された観点
から，金融の自由化・国際化と東京］極集中の
地域構造との関係を明らかにしてきた。以下で
は，そうした東京一極集中が，「丸の内再開発
計画」に象徴されるように，さらに最高度の経
済的中枢管理機能が集積している既存のCBD
に一点集中するかたちで収束・集約化される傾
向に対して，その空問的意味について若干の問
題提起を行いたい。
　一点集中化は，企業・資本にとって，既存の
CBDが最高の超過利潤を獲得できる最適立地
点であるとしても，その地点が，都区部でも最
高の地代，バブル経済期には，理論収益地価よ
りもはるかに上回る地代負担を要求されるにも
かかわらず，その地点に立地しようとする試み
である。もちろん，平面立地では，個別企業間
での競合が激化して，個別企業によっては立地
することが不可能になるとともに，地代負担に
耐えられるだけの超過利潤が得られない場合も
当然生じる。そのため，各々の個別企業は平面
の垂直的利用をめざすことによって「空間」の
物理的制約を極力軽減し，平面立地では負担で
きない地代を分担し合うということになる。そ
の意味で，一点集中化立地の象徴的存在である
超高層ビルは，地上から高くなるにつれて，追
加投資による差額地代第2形態，あるいは理論
収益地価にもとづく超過利潤の収束値をあくな
き追求しようとする企業・資本にとっての共同
の建造物としてとらえることができよう。しか
し，問題は，既存CBDにおいて，なぜ最高の
超過利潤が獲得できるのかという点である。
　そのことは，1980年代以降の首都圏の都市成
長，広く現代日本の資本主義経済の資本蓄積の
基盤が経済のサービス化・ソフト化に移行して
きたことに密接に関わっている。経済活動のサ
ービス化・ソフト化社会とは，ひとくちに言え
ば，「情報」が市場化され，その商品の性格上，
最先端の情報通信システムなどを通じて，瞬時
に大量かつ多岐にわたる「情報」が交換可能な
社会のことであると理解できる。その極限され
た社会は，「一点市場」を想定して，需給関係
が瞬時に変動して均衡価格が決定される，「空
間」概念なき経済学の世界そのものであり，現
実に急速に進展しつつある情報化社会は，この
経済学の世界に限りなく接近しようとする動き
がみられる。この意味で，既存CBDは，「情報」
金融の自由化･国際化と東京一極集中の地域構造--1980年代の都市銀行の活動を中心に--
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を瞬時に交換できる本社，情報サービス産業を
はじめとする対事業所サービス産業の既存の集
積と，高速交通網などのインフラ整備の有利性
を前提に，個々の企業が，さらに経済学の世界
を具現化するようなインテリジェントビルの共
同利用を通じて，「時問」の節減による「空間」
の縮約を追求しながら，最も効率的な資本回転
から生み出される超過利潤が獲得できる地点と
して考えることができよう軸〕。
　　　　　　　　　　　注
1）田村均「地域循環と地域経済」矢田俊文編『地域構
　　造の理論』ミネルヴァ書房，1990年，ユ51－154ぺ一
　　ジ。
2）特に，理論的アプローチから考察したものとして，
　松原宏「中枢管理機能の立地と都市システム」矢田
　　俊文編『地域構造の理論」ミネルヴァ書房，1990年，
　　120－130ぺ一ジ。なお，青野寿彦「経済的中枢管理
　　機能の地域構造の形成と変動」川島哲郎編『経済地
　　理学」朝倉書店，1986年，ユ68－195ぺ一ジ。
3）特に代表的なものとしては，阿部和俊，日野正輝，
　　林口上，富田和暁らの数多くの研究成果があるが，
　　ここでは，上の研究者のこれまでの研究の成果とそ
　　の最新の動向を知るうえで有益な石水照雄編『都市
　　空間システム』古今書院，1995年をあげておく。
4〕藤田直晴「大銀行資本の店舗網展開と資金の地域的
　　循環」『経済地理学年報』Vo1．26No．20．1980年。
　　なお，経済地理学の金融に関わる研究としては，矢
　　田俊文「所得・資金の地域的集中と再配分」野原俊
　　雄・森滝健一郎編『戦後日本資本主義の地域構造』
　　汐文社，1975，212－216ぺ一ジなど。
5）先の藤田には，「各種金融機関の配置と資金の地域
　　的移動」千葉立也・藤田直晴・矢田俊文・山本健児
　　編『所得・資金の地域構造』大明堂，1988年，125－
　　141ぺ一ジがあり，そこでは，さらに1985年までを
　　対象にほほ同様の分析を行っているが，金融の自由
　　化やバブル経済との関わりについてはふれていな
　　い。
6）藤田，4）の前掲論文，48ぺ一ジ。
7）秋武孝春「東京・大阪における金融拠点機能」大阪
　　市立大学経済研究所編『世界の都市7　東京大阪』
　　東京大学出版会，1990年，100ぺ一ジ。
8）CDの導入の背景としては，特に都市銀行の場合，
　　国債の大量引受けなどによる資金ポジションの悪化
　　が，新たな資金調達手段の必要性を高めたという要
　　因が考えられるむ
9）短期金融市場の急成長による東京マネー・マーケッ
　　トの発展の概観を知るうえ有益なものとして館龍一
　　郎監修r国際金融市場TOKYOj有斐閣，1988年を
　　あげておく。
ユ0）インパクトローンの自由化（居住者一般勘定の隈度
　　枠の撤廃）は，新為替法施行以後，短期問にドルコ
　　ール取引を資金需要面から支え，市場規模の拡大に
　　貢献した。
1ユ）宮崎義」『複合不況』中公新書，1992年，ユ09ぺ一
　　ジ。
12）この点については，M呈十CDの流通速度1名目総需
　　要÷（M・十CD）；を計算した同上書，ユ24ぺ一ジの
　　皿一7図を参照のこと。
13）海外部門もユ980年代後半以降に顕著な資金不足部門
　　になったが，この点については次章で後述。
ユ4）川野克美『金融自由化戦略の帰結』有斐閣，1995年，
　　25－26ぺ一ジ。
15）この報告書のポイントについては，合田寛『検証日
　　本の金融政策』大月書店，ユ995年，65－67ぺ一ジ。
　　なお，この報告書と同時に，今後の日本の金融自由
　　化のプログラムを示したものとして『金融の自由化
　　および国際化についての現状と展望』がある。
16）中尾茂夫『ジャパンマネーの内幕」岩波書店，1991
　　年，150ぺ一ジ。なお，合わせて，中尾茂夫「累積
　　債務問題と日本の債権大国化」『世界のマネーフロ
　　ー』同文館，1988年，221－265ぺ一ジ参照のこと。
17）Tavlas，George　S．and　Yuzuru　Ozeki，“The　interna－
　　tiona1ization　of　curencies：An　apraisal　of　the　Japa－
　　nese　yen”，工MFOccasわη刻Paρe㌃no．90．1992，
18）また同様の見解を示す経済地理学研究者の論稿とし
　　て，松原宏「資本の国際移動と世界都市東京」『経
　　済地理学年報』VoL41No．4．1995年，19－21ぺ一ジ。
　　なお，鈴木博『マネーマーケット』同文館，1993年
　　も合わせて参照のこと。
ユ9〕多国籍銀行（邦銀）の海外ネットワークを駆使した，
　　本店・支店間取引によるユー口・バンキング活動に
　　ついては，川本明人『多国籍銀行論』ミネルヴァ書
　　房，1995年，197一ユ83ぺ一ジ。
20）中尾，前掲書，158－160ぺ一ジ。
2ユ）この点に関しては，マネーサプライの急増をめぐる
　　日銀の金融政策のあり方をめぐって，その管理の是
　　非を問う「岩田一翁論争」がある。それぞれの見解
　　が具体的に述べられたものとして，岩田規久男『金
　　融政策の経済学』日本経済新聞社，1993年，翁邦雄
　　『金融政策』東洋経済新報社，ユ993年がある。
22）1980年～1990年の円の国際化の推移については，た
　　とえば岡正夫『転換期の銀行経営」有斐閣，！992年，
　　58ぺ一ジ参照のこと。また，この点と関わって，神
　　沢正典「アジアにおける円とドル」『阪南論集・社
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　　会科学編』第30巻第30号，1994年，13ぺ一ジのなか
　　で，「資本輸出国が国際通貨国になるには，その前
　　提として自国通貨建て預金債務を獲得する能力が問
　　題となる」と指摘している。
23）1980年代半ば頃までの東京のオフイスビル建設にと
　　もなう空間構造の変容を特定の不動産資本に即して
　　把握した松原宏『不動産資本と都市開発』ミネルヴ
　　ァ書房，1989年，1ユ2－129ぺ一ジが参考となる。
24）『経済白書』平成5年版，ユ993年，558ぺ一ジ。
25）高橋重雄「オフイス立地からみた東京経済圏の課題
　　と対策」『東京圏の課題と対策』経済研究センター
　　研究叢書第4号，青山学院大学総合研究所，ユ995年，
　　66ぺ一ジ。
26）24）前掲書，131ぺ一ジ。
27）都市銀行の利鞘は，金利の自由化の影響で，資金調
　　達コストで上昇したため，1980年代以降さらた2％
　　を割り込み，特に後半期には1％台にまで低落して
　　いる。このことを示したものとして，『東海銀行調
　　査月報』No．574，ユ995年5月，23ぺ一ジの図16を参
　　照のこと。
28〕伊丹敬之r日本の銀行業一ほんとに発展したのか」
　　Nn出版，1993年，202－220ぺ一ジ，なお，これに
　　関連し，金利・金融の自由化にともなう金利変動リ
　　スクによって銀行経営が市況産業化したことについ
　　ては，高瀬恭介『金融変革と銀行経営』日本評論社，
　　1995年，266－299ぺ一ジ。
29）川野，前掲書，60－68ぺ一ジ。
30）金倉忠之『都市経済と地域政策』（財）東京市政調査
　　会，ユ994年，65－66ぺ一ジ。
31）国土庁大都市圏整備局編『2ユ世紀の新たな首都圏の
　　創造』ユ996年，18ぺ一ジ。
32）加藤幸治「情報サービスの地域的循環とその東京一
　　極集中一東北地域を事例として一」『地理学評
　　論」Vol．69No．2，ユ996年，117－118ぺ一ジ。
33）1980年代の世界市論の要点については，町村敬志
　　「グローバル化と都市変動一『世界都市論』を越
　　えて」r経済地理学年報』Vo1．41No．4，ユ995年，
　　rNIRA政策研究一世界都市の研究j総合研究開発
　　機構，Vo1．6No．5，ユ993年に所収の各種論文を参
　　照のこと。山崎朗「多国籍企業と世界都市システム」
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